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O 

ハ
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
〉

O 

松
原
の
今
山
か
ら
寺
本
一
一

を
通
る
変
配
川
上
流
の
護
一
一

岸
が
昨
年
十
一
月
末
で
き
一
一

あ

が

り

ま

し

た

。

一

一

こ
の
川
は
長
さ
千
メ

1
ト
U

ル
た
ら
や

J

の
小
さ
な
川
で
一
一
人
に
す
す
め
る
だ
け
で
は
な
い

す
が
上
流
は
急
勾
配
で
あ
…
…
お
互
が
す
す
ん
で

る
う
え
三
十
七
年
の
大
雨
一
一
親
切
を
す
る
の
だ

の
際
に
護
岸
ず
』
わ
れ
て
一
一
知
っ
て
い
る
人
に
も

E

知
ら
な
い
人
に
も

い
た
も
の
で
す
。

H
F

男
に
も
、
女
に
も

工
事
の
長
さ
は
右
岸

1
六

子
供
に
も
、
老
人
に
も

十
五
メ
ー
ト
ル
、
左
岸
U

一-L

生
命
あ
る
す
べ
て
の
も
の
に

七
十
六
メ
ー
ト
ル
で
高
さ

"回
一
そ
し
て

は
約
三
メ
ー
ト
ル
で
す
。
ん
一

姿
あ
る
も
の
に
も
、
な
い
も
の
に
も

総
工
費
H

百
ご
十
三
万
円
一
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
と
場
所
で

一
一
自
ら
で
き
る
親
切
を

同
-

H
H…
i
l
-
-
H
H
2
h
u
U
U
2
2
u
H
H
m
m
u
m
-
M
M
江戸一一"川口三
H
H
H
5
H
H
二日H・H
-
江口
H
H
5
H
u
u
m
一
日
比
勇
気
を
も
っ
て
実
践
し
よ
う

今

年

の

被

保

険

者

証

は

青

色

絡

委

員

を

通

じ

る

か

、

直

接

関

叫

い

い

め

に

市
役
所
か
各
地
区
出
張
所
へ

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
を
切
替
え
ま
す
返
納
し
て
く
だ
さ
い
。

い
ま
使
っ
て
い
る
三
十
八
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
旧
被
④

一
も
し
、
相
当
期
聞
が
た
つ

年
の
被
保
険
者
証
は
、
=
一
月
保
険
者
証
と
交
換
し
て
受
け
て
も
沿
て
も
と
に
到
着
し
友

三
十
一
日
限
b
で

使

用

せ

ぎ

取

っ

て

(

だ

さ

い

。

い

と

き

は

申

し

出

て

く

だ

さ

友
く
な
り
ま
す
。
四
月

一

日

②

被

保

険
者
証
を
受
け

取

つ

い

か
ら
は
新
じ
い
青
色
の
被
保
た
ら
氏
名
、
生
年
月
日
ぺ
続

⑤

職

場

の

健

康
保
険
に
加
入

険
者
証
を
必
十
使
用
し
て
て

-柄
な
と
確
認
し
、
誤

b
が

あ

し

た

b
ま
た
は
脱
退
レ
た
場

だ
?
fV
ぴ

-r

h
1
1

-

?
だ
白
阿
月
十
日
ま
で
に
届

、
沓
は
そ
の
と
き
ーか
ら
十
日
以

①

-
新
、し
か
、
被
保
険
者
証
は
町

弓
け
出

E

でト
しん
だ
ま

-m町
一ー

内
に
必
十
届
け
出
て
く
だ
さ

?
務
連
絡
雲
貴
が
む
通
じ

で

送

付

@

旧

被
保
険
者
証
β
町

務

連

ぃ

。

37年水害の復旧工事

できる変配川護岸

あ
宏
た
の
や
さ
し
い
心
ず
か
.
い

「
小
さ
を
親
切
を
」

明た
ると
いえ
、bま
美道
しを
いき
社か
会れ
をた
つ ら
く親
る切

望室
歩え
で る
す

0 と

も

4 

新

着

人口 55. no 
{男 26.751
女 28.969

世帯数 1Z.H9 
転入 477 出生
転出 446 死亡

『
小
さ
な
親
切
」
を
実
行
し
た

人
を
推
せ
ん
し
て
く
だ
さ
い

推
せ
ん
は
葉
書
か
電
話
〈
二

四
五
七
)
で

つ
ぎ
の
こ
と
を
知

ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

①
推
せ
ん
者
の
住
所
、
氏
名
、

年
令
、
職
業
。

②
実
行
者
の
住
所
、
氏
名
、
年

令
、
男
女
別
、
そ
れ
に
「
い

つ
」
「
ど
こ
で
」
「
ど
ん
な

こ
と
」
を
し
た
か
。

③
宛
先
市
内
東
三
城
町
二

大
村
市
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
内
「
小
さ
な
親
切
の
会
」

図

書

4 

材料力学(朝倉書居)会

社要覧〈ダイヤモジド社)

t水間最後の言葉(クロード

・アワ nーヌ〉 砂の女

(阿部公房〉 恋の泉く中

村真一郎〉 生きている締

(鈴木大拙〉 国民の文学

(河出書房〉 才2次世界

大戦史(弘文堂〉 女性秘

書(刈田緩〉 ボイラー

(値田辰洋〉 世界の文学

〈中央公論社〉 中国とそ

む影(チポール・メシデ〉

、孤独な青年の休暇(大江健

三郎〉
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学見 税目

ハム 210 
ず解説語まb、て、 口古亡帳の 日

お議税 縦は

?ト脅tァ 覧期 定固

さ長間資
いしで産
J Sす税

り昭和33年 4月zz日第三種郵便物認可昭和39年 3月20日

【解説】

新
し
い
評
価
と

課
税
額
の
調
整

昭
和
三
十
九
年
度
か
ら
固

定
資
産
を
新
し
い
評
価
方
法

で
評
価
し
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
家
屋
、
償
却
資
産
の

評
価
額
は
従
来
の
評
価
額
と

余
り
変
b
ま
せ
ん
が
ブ
土
地

u

は
一
般
に
評
価
額
が
上
っ
て

い
ま
す
の
で
こ
れ
を
そ
の
ま

ま
固
定
資
産
税
額
の
基
礎
と

す
る
と
税
額
に
大
幅
な
変
動

を
生
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
す

そ
こ
で
昭
和
三
十
九
年
度

分
の
固
定
資
産
税
か
ら
昭
和
幻

四
十
一
年
度
分
の
固
定
資
産

税
ま
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
税
負

担
の
調
整
が
行
な
は
れ
る
予

定
で
す
。

農
地
〈
田
、
畑
)

昭
和
三
十
九
年
度
の
課
税
標

準
と
な
る
べ
き
額
が
昭
和
三

十
八
年
度
分
の
課
税
標
準
額

を
こ
え
る
も
の
は
昭
和
三
十

ω

市
税
完
納
で
明
る
い
郷
土
づ
く
り

税
務
課
か
ら
の
お
願
い

八
年
度
分
の
課
税
標
準
額
に

よ
っ
て
算
定
す
る
。

地
、
治
よ
び
新
た
に
固
定
資

産
税
を
課
す
る
こ
と
と
な
っ

た
土
地
に
つ
い
て
は
新
ら
レ

い
評
価
方
法
で
価
格
を
決
定

す
る
が
、
課
税
標
準
額
に

つ

い
て
は
そ
の
土
地
に
類
似
す

る
土
地
の
昭
和
三
十
八
年
度

分
の
課
税
標
準
額
の
基
礎
と

な
っ
た
価
格
に
比
準
し
て
価

格
を
決
定
し
、
前
記

ω、
ω

の
と
語
り
調
整
を
す
る
。

よだ政

昭

和

三

十

九

年

度

の

固

定

資

号
予
定
で
す
の
で
、
評
価
額

有
H

産
〈
土
地
・
家
屋

・
償
却
資
産
〉

と
課
税
標
準
額
を
登
録
し
て
お

一
ー
の
価
格
を
決
定
し
た
固
定
資
産
り
ま
す
。

永
小
税
課
税
台
帳
を
つ
ぎ

の
と
お
b

審
査
の
申
出
に
つ
い
て

大

2
さ
ん
の
縦
覧
に
供
し

ま

す

期

限

:
四
月
三
十
日

三
十
九
年
の
固
定
資
産
税
は

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
に
登

一

幽

亘

書

言

Z
EE--
Z

吏
員
も

一
層
暗
い
気
持
に
な
る
す
る
こ
と
も
大
切
な
こ
と
で
す

こ
の
台
帳
の
価
格
を
基
礎
と
し

録
さ
れ
た
価
格
に
つ
い
て
不
服

わ
け
で
す
。
税
金
が
完
納
さ
れ
こ
う
し
た
税
金
の
関
心
が
う
す

て
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、

関
係
の
あ
る
場
合
は
、
四
月

一
日
か

・

る
こ
と

に
よ

っ
て
は
じ
め
て
健
い
と
つ
い
滞
納
に
な

っ
て
し
ま

の
あ
る
方
は
必
歩
見
て
い
た
だ
ら
四
月
三
十
日
ま
で
の
問
に
文

全
友
明
る
い
郷
土
づ
く
り
が
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
納
税
組

き
、
正
し
い
課
税
に

ご
協
力
く

書
で
審
査
の
申
出
を
す
る
こ
と
コ
一
月
も
一
一
十
日
を
す
ぎ
ま
し
し
て
告
ら
れ
る
方
に
は
数
回
に

き
る
こ
と
を
考
え
ま
す
と
き
者
合
へ
の
加
入
を
お
す
す
め
す
る

だ
さ
い
。

が
で
き
ま
す
が
、
税
負
担
の
調
た
。

税
務
課
で
は
昭
和
三
十
八
わ
た

b
催
告
書

「
滞
納
税
の
自ー

互
い
ひ
ざ
を
ま
じ
え
て
話
し
あ
わ
け
で
す
。
育
て
か
た
に
よ

っ

J

整
を
な
し
た
〔
解
説
〕

ωの
農
地
年
の
年
度
末
を
む
か
え
て
滞
納
付
に
つ
い
て
」
を
発
送
し
納
税

い
一
番
い
い
方
法
で
解
決
を
は

て
は
単
な
る
納
税
グ
ル
ー
プ
だ

…
日
時
四
月
一
日
か
ら
…

に
カ
か
る
昭
和
三
十
八
年
度
の
税
の
一
掃
の
た
め

に
最
後
の
努
の
相
談
を
行
っ
て

告
り
ま
す
。

、
b
た
い
も
の
で
す。

け
で
左
く
、
納
税
者
の
生
活
を

四
月
二
十
日
ま
で

一
課
税
標
準
額

ωの
宅
地
に
か
か
力
を
し
て
い
ま
す
。
何
か
の
都
そ
れ
で
も
な
お
、
納
付
も
さ
れ

…
場
所
市
役
所
税
務
課

…
る
昭
和
三
十
八
年
度
の
課
税
標

合
で
滞
納
し
て
語
ら
れ
る
方
々
友
い
し
、

相
談
に
も
出
て
こ
ら

ま

だ
納
税
組
合
に

通

じ

て

楽
し
い
い
ろ
い
ろ
な
有

意
義
な
グ
ル
ー
プ
と
も
な
る
と

-
準
額
の

一
、
二
倍
の
額
を
課
税
は
強
制
処
分
を
う
け
る
前
に
一
れ
な
い
方
に
は
差
押
え
予
告

通

加

入

し

て

お

ら
れ

思
い
ま
す
。
ま
だ
組
合
を

つ
く

標
準
と
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
日
も
早
く
完
納
さ
れ
ま
す
よ
う
知
書
を
発
送
し
、
最
後
に
は
差
な
い
方

へ

縦
覧
上
の
注
意

-

っ
て
お
ら
れ
な
い
部
落
や
、

ま

審
査
の
申
出
は
で
き
ま
せ
ん
の
告
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

押

執
行
通
知
書
を
発
送
し
て
差
税
金
は
自
分
で
申
告
し
て
自

た
組
合
が
あ
る
の
に
ま
だ
加
入

い
ま
ま
で
課
税
台
帳
に
は
評

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
但
し

ω

押
え
を
執
行
し
て
い
ま
す
。

か
ら
す
す
ん
で
納
め
る
こ
と
が7

し
て
告
ら
れ
な
い
納
税
者
の
皆

価
額
の
み
を
登
録
し
て
治
り
ま
の
地
目
変
換
左
ど

の

分

に

つ

い

現

在

ま
で
滞

納

し

こ

う

し

た
処
分
を
う
け
る
こ
理
想
の
姿
で
あ
り
ま
す
が
同
時

さ
ん
、
今
年
は

一
人
残
ら
や

J

組

し
た
が
、
昭
和
三
十
九
年
度
か
で
は
審
査
の
申
出
が
で
き
ま

す

と

は

皆
さ
ん
に
と

っ
て
誠
に
不
に
、

皆
さ
ん
の
納
め
ら
れ
た
貴

て

お
ら
れ
る
方
へ

合
員
に
な

b
滞
納
の
な
い
明
る

ら
土
地
に
つ

い
て
は
〔
解
説
〕

期
限
後
は
受
け

付

け

る

こ

と

愉

快

で

ご

ざ

い

ま

し

ょ

う

が
差
重
注
税
金
が
何
に
ど
の
よ
う
に

い
大
村
市
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

の
と
お
り
税
負
担
の
調
整

を

行

が

で

き

ま

せ

ん

。

税

額
の
多
少
を
と
わ
守
滞
納
押
の
執
行
に
治
伺
い
す
る
徴
税
使
わ
れ
て

い
る
か
を
よ
く
監
視

宅
地
在
ど
〈
田
、
畑
以
外

の
土
地
〉

昭
和
三
十
九
年
度
の
課
税
標

準
と
在
る
べ
き
額
が
昭
和
三

十
八
年
度

の
課
税
標
準
額
の

一
、
二
倍
を
こ
え
る
も
の
は

昭
和
三
十
八
年
度
分
の
課
税

標
準
額
の
一
、
二
倍
に
よ
っ

て
算
定
す
る
。

× 

× 

地
目
変
換
左
さ
が
あ
る
土



の
者
。
原
則
と
し
て
青
少
年

団

提
出
書
類

体
ま
た
は
地
域
、
職
域
な
ど
で
①
青
年
海
外
派
遣
希
望
願
書

健
全
な
青
少
年
活
動
を
活
発
に

一
通

青
年
海
外
派
遣
は
訪
問
国
の

行
な
っ
て
お
b
、
こ
れ
ら
の
団
②
履
歴
書
・:
=
一通

(ベ

シ
で
よ

産
業、

経
済
、
文
化
な
ど
の
実

体

あ
る

い
は
関
係
機
関
か
ら
推

い

)

情
を
視
察
研
究
す
る

と
と
も
に

せ
ん
さ
れ
、
健
康
で
、
あ
る
程

③
健
康
診
断
書
、
身
体
検
査
書

各
国
の
青
年
と
直
接
交
歓
友
ど

度

の
外
国
語
の
基
本
的
能
力
を

各

一
通

(公
的
医
療
機
関
の

を
行
友
い

、
国
際
親
善
を
は
か
有
す
る
者
。

も
の
)

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
な
わ

期
限

・

⑨
作
文
:・
青
年
海
外
派
遣
を
希

れ
て
い
ま
す。

希
望
者
は
三
月
末
日
ま
で

に

望
す
る
理
由
の
中
か
ら
テ
l

資
格
と
要
件

市
福
祉
事
務
所
か
社
会
教
育
課

マ

を

選
び
、
四
百
字
詰
原
稿

二
十
才
以
上
ご
十
六
才
未
満

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い

。

用

紙

(
B
5
版
)
三
枚
程
度

f 
〆

昭和39年 3月初 日

青
年
海
外
派
遣
団
員
を

募
集

昭和33年 4月zz日第三種郵便物認可
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産業道路を舗装

竹
松
の
宮
小
路
か
ら
黒
丸
に

い
た
る
市
道

(
産
業
道
路
〉
の

一
部
が
き
れ
い

に
舗
装
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
道
路
は
昭
和
三
十
五
年

に
総
延
長
1
一
千
二
百
六
十
メ

ー
ト
ル
、
巾
H

六
、
五
メ
ー
ト

ル
に
拡
張
さ
れ
て
い
た
も
の
で

三
十
七
年
度
か
ら
産
業
関
連
施

設
道
路
と
し
て
舗
装
に
か
か
っ

た
も
の
で
す
。

A 

三
十
七
年
に
は
長
さ
U

二
百

六
十
メ
ー
ト
ル
、
ハ
総
工
費
U

三
百
六
十
五
万
円
〉
三
十
八
年

に
は
長
さ
H
H
二
百
四
メ
ー
ト
ル

(総
エ
費
l
=
一
百
二
十
五
万
円
〉

'の
ー舗
装
を
終

っ
て

い
ま
す
。

忌明に寄付 市内上諏設の峯ト ミさんは、

亡夫浩・さ んの忌明に また上小路口の川上未子さ

んは亡夫克己さんの忌切にそれぞれ金一封を社会

福祉事業資金の一部にと寄付されま した。

大多武で爆破訓練

才四施設大隊では 3月 24日と 25日の 2日間大多武

演習場で爆破訓練を行いますので、危険区域に立ち入

ら在いよう にしてください。

hv内
倉
川
上
流
の
護
岸

で
き
る

三
十
七
年
七
月
の
大
雨
に
よ

っ
て
、
こ

わ
れ
て
い
た
鈴
田
む

内
倉
川
上
流
の
護
岸
が
こ
の
ほ

ど
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

こ
の
個
所
は
高
い
が
け
の
下

に
あ
た
り、

護
岸
と
し
て
ば
か

り
で
な
く、

が
け
く
守
れ
の
防

止
に
も
大
き
な
役
割
を
も
っ
て

い
ま
す
。

工
事
の
長
さ
は
約
四
十
三
メ

ー
ト
ル
。

高
さ
は
約
五
メ
ー
ト

ル。

総
工
費
は
約
百
九
十
八
万

円
。

'/ 

【
男
子
】
某
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
巨
員
二
十
t
二
十
五
才

〈
精
肉
販
売
で
四
年
位
の
経
験

者
)
一
万
五
千
!
二
万
円
営
業

部
員
二
十
t
二
十
五
才
(
衣
料

金
物
類
販
売
経
験
者
)

一
万
五

千
円
・

鉄
工
二
十
t
四
十
五
才

日
収
五
百
円
以
上
・

運
転
手
十

八
t
四
十
五
才
一
万
五
千
t
二

万
円
・
タ
ク
シ
ー
運
転
手
三
十

1
四
十
五
才
二
万
円
以
上
・
販

売
外
交
員
十
八
t
=
一
十
才
一
万

二
千
t
ご
万
円
(
軽
四
輪
免
許

所
有
者
)
・

鍛
治
工
十
六
t
二

十
才
七
千
円

・
旋
盤
見
習
十
六

t
二
十
才
日
収
二
百
五
十
t
=
一

百
円

【
女
子
】
某
部
隊
電
話
交
換
手

二
十
一
才
ま
で
ハ
四
月
一
日
現

在
)
構
内
交
換
認
定
書
ま
た
は

交
換
業
務
経
験
者

学
歴
中
卒

以
上

締

切
二
月
二
十
二
日
・

居
員
十
六
1
=
一
十
才
七
千
t
一

万
円
・

経
理
事
務
十
八
t
二
十

五
才
八
千
t
一
万
二
千
円
・

炊

事
婦
年
令
不
問
八
千
t
九
千
円

製
材
煉
炭
雑
役
四
十
才
ま
で
日

収
三
百
五
十
t
=
一
百
八
十
円



4
月

2
日
:
・
西
大
村
小
校
区

西
大
村
小
学
校

4
月

3
日
・
・
・
中
央
小
校
区

②
全
員
参
加
種
目
(
ラ
ジ
オ
体
不
参
加
に
か
か
わ
b
な

く

、

こ

中

央

小

学

校

操
、
フ
ォ
ー
ク
グ
V

ス
、
民
の
練
習
会
に
は
ご
参
加
く
だ
さ

4
月

6
日
:
・
三
城
小
校
区

踊

)

の

説

明

と

実

技

の

練

習

い

。

な

語

、

雨

の

場

合

も

行

な

三

城

小

学

校

い
ま
す
。

4
月

9
日
・
:
大
村
小
校
区

大
村
小
学
校

4
月
刊
日
・
:
鈴
田
地
区

鈴
田
小
学
校

4
月
刊
日
・
・
・
三
浦
地
区

=
一
浦
小
学
校

、、，
J

S
A
a
 

r
，‘、

s
・1
r
a
s
e
開
聞
闘
固

o
s
・工

r
a
s
e

才
八
回
、
市
民
運
動
会
を
五

月

十

日

(

当

日

雨

の

と

き

は

五

日

時

と

場

所

町
内
、
公
民
館
、
職
場
の
代
表

月
十
七
日
〉
に
行
な
う
こ
と
に

-

な

り

ま

し

た

。

者

、

実

技

指

導

者

、

そ

の

他

。

3
月
日
日
・
:
松
原
地
区

こ

の

市

民

運

動

会

を

よ

り

よ

こ

の

演

技

練

習

会

は

市

民

運

松

原

小

学

校

く
、
よ
り
盛
大
に
行
左
う
た
め
動
会
の
た
め
だ
け
で
な
く
町
内

3
月
日
日
j
福
重
地
区

つ

ぎ

の

と

烏

り

説

明

会

と

演

技

や

公

民

館

な

ど

の

集

会

や

、

春

福

重

小

学

校

練
習
会
を
行
左
い
ま
す
。
の
行
事
の
と
き
に
た
の
し
く
や

3
月
幻
日
:
・
萱
瀬
地
区

内

容

れ

る

V
ク
レ

l
シ
ヨ

V

の

一

例

萱

瀬

小

学

校

①
市
民
運
動
会
の
内
容
を
説
明
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

3
月
引
日
:
・
竹
松
地
区

し

、

そ

の

質

問

に

答

え

る

。

そ

こ

で

市

民

運

動

会

に

参

加

竹

松

小

学

校

り

市
民
運
動
会

大村市政だよ

が
説
明

H

と
H

練
習
H

の
会

対
象

昭和3d年 4月u日第三種郵便物認可昭和初年3月初日

を
う
む
」
「
母
親
の
体
を
守
る
」

「
よ
い
家
庭
を
つ
く
る
」
こ
と

健
康
で
豊
か
な
生
活
を
行
な
に
あ
り
ま
す
。

う
た
め
に
は
家
族
が
健
全
で
あ
そ
し
て
、
差
当
り
の
目
標
は

り
、
社
会
が
調
和
の
と
れ
た
明
中
絶
手
術
を
へ
ら
し
、
受
胎
調

る
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
節
を
し
や
す
く
す
る
こ
と
が
考

せ
ん
。
そ
れ
は
正
し
い
「
家
族
え
ら
れ
ま
す
。

計
画
」
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
そ
こ
で
大
村
保
健
所
で
は
っ

し

よ

う

か

。

ぎ

の

と

治

b
「
家
族
計
画
」

「
家
族
計
画
」
と
い
え
ば
避
の
指
導
を
行
な
い
ま
す
。

姓
の
方
法
を
教
え
る
こ
と
だ
と
目
的

考
え
が
ち
で
す
が
、
そ
う
で
は
①
明
る
い
楽
し
い
家
族
設
計

な
く
、
真
の
目
的
は
「
良
い
子
②
正
し
い
家
族
計
画
の
考
え
方

家
族
計
画
の
指
導
会

身
体
障
害
者

豚コレラの予防注射

u n 11 11 Il Il n II 11・

昭和39年度春季の定期豚ゴレラ予

防注射をつぎのとお b実施します

ので豚を飼って語られる方は農協

に申し出てもれ左く注射を受ける

ようにしてください。

期日区域

ど
の
集
団
飼
養
が
盛
ん
に
行
な

わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

区域 月 日

三浦 4月 6日
萱瀬上 4月 9日
萱瀬下 4月10日

大村

西大付 4月20日21日22日23日

問
謀
総
務
mw

〔
春
分
の
日
〕

と
こ
ろ
が
最
近
に
な
っ
て
、

昼
と
夜
の
長
さ
が
ひ
と
し
い
と
い

あ
ち
こ
ち
に
い
ろ
い
ろ
の
病
気

わ
れ
る
春
分
の
日
は
、
こ
の
三
月

身
体
障
害
者
の
更
生
援
護
に
や
障
害
を
起
し
て
そ
の
生
産
性
二
十
日
で
す
。

関
す
る
各
種
資
料
の
展
示
と
身
の
低
下
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
俗
に
い
う
お
被
岸
の
中
日
に
あ
た

日

時

体

障

害

者

の

製

作

品

を

展

示

す

り

ま

し

た

。

り

、

だ

ん

だ

ん

春

ら

し

い

日

ざ

し

三
月
二
十
六
日
、
午
後
一
る
福
祉
展
が
五
月
十
二
日
よ
り
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
障
害
を
な
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

時
三
十
分
よ
り
三
時
三
十
十
七
日
ま
で
東
京
で
開
催
さ
れ

-く
し
、
生
産
性
を
よ

b
高
め
よ
学
生
さ
ん
に
取
っ
て
は
い
よ
い

分
ま
で
。
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
出
品
希
望
う
と
、
家
畜
の
集
団
衛
生
推
進
よ
春
休
み
。
宿
題
の
な
い
休
み
な

場
所
大
村
保
健
所
の
あ
る
方
は
三
月
末
日
ま
で
に
事
業
が
行
な
わ
れ
て
治

b
ま
す
の
で
、
短
か
く
て
も
の
ん
び
り
し

が
ち
で
す
。

該

当

者

市

の

福

祉

事

務

所

へ

お

知

ら

せ

が

、

こ

の

事

業

の

一

環

と

し

て

ま
た
進
学
、
詑
職
の
方
向
も
落
ち

昭
和
三
十
八
年
四
月
一
日
く
だ
さ
い
。
日
本
微
生
物
研
究
所
の
高
松
博
つ
く
と
き
で
す
が
、
自
分
の
希
望

よ
り
三
十
九
年
二
月
二
十
家
畜
管
理
衛
生
講
習
会
士
の
講
演
会
、
市
内
優
良
飼
養
す
る
と
こ
ろ
へ
進
め
な
く
て
も
、

九

日

ま

で

に

結

婚

し

た

人

者

の

表

彰

式

、

市

保

留

家

畜

の

あ

と

の

努

力

し

だ

い

で

ど

の

よ

う

ま
た
は
既
婚
者
で
ま
だ
分
開
催
日
:
:
:
三
月
二
十
六
日
認
定
を
三
月
二
十
六
日
、
午
前
に
で
も
開
拓
で
き
る
の
で
す
か
ら

娩

の

経

験

の

な

い

人

。

九

時

か

ら

中

央

公

民

館

で

行

な

が

っ

か

り

し

て

い

る

人

が

あ

れ

ば

当
日
は
筆
記
用
具
を
ご
持
参
市
内
で
も
、
に
わ
と

b-な
ど
い
ま
す
。
関
係
者
の
多
数
の
参
何
と
か
力
づ
け
て
あ
げ
る
こ
と
が

く

だ

さ

い

。

の

多

数

羽

飼

育

や

、

豚

、

牛

友

加

を

お

願

い

い

た

し

ま

ず

。

必

要

で

す

。

福
祉
展
が
開
か
れ
ま
す


